
評　論

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
国
内
外
の
世
論
調
査
を
通
じ
て
特

に
十
代
、
二
十
代
の
若
い
世
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
が
、

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
は
人
々
が
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
に
接
触
し
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
だ
。
一
度
に
大
多
数
の
人
々
に
情
報
発
信

で
き
る
手
段
が
テ
レ
ビ
電
波
や
新
聞
の
宅
配
シ
ス
テ
ム
等
に
限
ら
れ
て
い
た
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
独
占
状
況
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
崩
れ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
登
場
で
、FAC

EBO
O

K

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
加
入
者
が
急
拡
大
し
、
ニ
ュ
ー
ス
の

伝
達
経
路
が
劇
的
に
変
化
し
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ニ
ュ
ー
ス
は
、
必
ず
し
も
テ
レ
ビ
や
、
新
聞
で
知
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
人
々

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
人
の
近
況
を
知
り
、
や
り
取
り
し
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
多
く

の
時
間
を
割
い
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
は
、
そ
の
傍
ら
、
友
人
の
シ
ェ
ア
な
ど
に
よ
っ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
流
れ
込
ん
で
く
る
も
の
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

七
十
代
以
上
の
世
代
で
は
依
然
と
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
存
在
感
は
大
き
い
が
、

若
い
世
代
は
、
新
聞
を
手
に
取
ら
な
く
な
り
、
テ
レ
ビ
画
面
に
目
を
向
け
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

そ
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
対
す
る

期
待
感
が
薄
れ
、
警
戒
感
す
ら
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
も
、
若
い
世
代
に
顕

著
な
現
象
だ
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
が
、
国
民
を
代
表
し
て
、
権
力
と
対
峙
し
、
不
正
を
暴
き
、
公
正

透
明
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
る
、
と
い
う
期
待
感
が
後
退
し
て
い
る
。
同
時

に
、か
つ
て
の
よ
う
に
世
の
中
の
先
端
の
流
れ
を
掴
み
、斬
新
な
感
覚
で
時
代
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

　

む
し
ろ
若
い
世
代
を
中
心
に
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
言
論
の
自
由
を
振
り
か
ざ
し
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
、
国
益
を
損
な
う
存
在
だ
と
い
う
警
戒
感
の
方
が
、
強
く
な
っ

て
い
る
の
だ
。

　

林
（
二
〇
一
七
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
「
不
信
」
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
林
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
な
分
断
が
激
し
い
国
ほ
ど
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不

信
感
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

　

最
近
の
日
本
の
例
で
い
え
ば
、
こ
う
な
る
だ
ろ
う
。「
最
近
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
、

駄
目
だ
」
と
い
う
言
葉
の
後
に
、
人
に
よ
っ
て
真
逆
の
言
葉
が
続
く
。
あ
る
人
は
「
な

ぜ
、
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
安
倍
政
権
を
も
っ
と
厳
し
く
追
及
し
、
批
判
し
な
い
の
だ
」

と
な
り
、
別
の
人
は
「
な
ぜ
、
安
倍
政
権
が
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
な
ん
で
も
か
ん

で
も
批
判
す
る
の
か
」
と
言
う
。
安
倍
政
権
へ
の
賛
否
の
分
裂
が
深
ま
る
ほ
ど
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信
感
が
高
ま
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

一
方
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
提
示
さ
れ
る
記
事
な
ど
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
機
能
で
、

自
分
と
意
見
や
感
覚
が
合
う
情
報
ば
か
り
が
選
択
的
に
提
示
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
考
え
方
が
偏
る
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

政
治
的
な
分
裂
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
へ
の
不
信
感
を
高
め
、
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル

現
象
が
、
世
論
の
分
断
を
加
速
し
て
い
る
。
政
治
や
社
会
の
分
断
と
メ
デ
ィ
ア
の
変

化
は
、
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
、
互
い
の
在
り
よ
う
を
歪
ん
だ
形
で
増
幅
さ
せ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

若
者
は
、
な
ぜ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
不
信
感
を
持
つ
の
か

小
野 
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筆
者
は
、
共
同
通
信
の
記
者
、
デ
ス
ク
と
し
て
二
十
年
以
上
、
報
道
に
携
わ
っ
て

き
た
。
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
一
般
向
け
の
著
作
や
月
刊
誌
、
オ
ン

ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
等
に
原
稿
を
書
き
続
け
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
以
前
も

今
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
人
の
末
席
を
汚
し
て
い
る
。

　

取
材
を
通
じ
て
今
も
、
多
く
の
政
治
家
や
官
僚
、
経
済
人
と
意
見
交
換
も
進
め
、

編
集
者
や
記
者
な
ど
現
場
の
マ
ス
コ
ミ
人
と
も
接
点
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
講
義
や
ゼ
ミ
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
も
得
て
い
る
。
様
々
な
立
場
の
人
々
と
の
意
見
交
換
や
内
外
の
統

計
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
、
社
会
の
変
動
と
共
振
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

テ
レ
ビ
を
め
ぐ
る
悪
循
環

　
「
い
い
番
組
が
で
き
た
。
そ
う
い
う
手
応
え
が
あ
っ
て
も
、
高
い
視
聴
率
に
つ
な
が

ら
な
く
な
っ
た
」

　

民
放
キ
ー
局
の
幹
部
は
、
こ
う
嘆
い
た
。
か
つ
て
は
、
こ
の
局
の
看
板
ニ
ュ
ー
ス

番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
務
め
た
敏
腕
テ
レ
ビ
マ
ン
だ
。

　
「
購
買
力
や
消
費
意
欲
の
あ
る
中
年
や
若
手
の
テ
レ
ビ
離
れ
が
深
刻
だ
。
視
聴
者
の

中
心
が
、
じ
っ
と
家
に
い
る
高
齢
者
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
層
に
合
わ
せ
た

番
組
ば
か
り
に
な
り
、
さ
ら
に
若
手
や
中
年
の
テ
レ
ビ
離
れ
が
加
速
す
る
悪
い
ル
ー

プ
だ
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
目
線
も
厳
し
く
な
り
、
広
告
収
入
に
も
響
き
始
め
た
」

　

高
齢
者
を
中
心
に
、
自
宅
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
層
は
、
消
費
意
欲
も
購
買
力
も

弱
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
は
確
か
な
見
立
て
だ
ろ
う
。
視
聴
率
を
稼
ぐ
た
め
に
、

自
宅
で
じ
っ
と
し
て
い
る
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
と
、
ス
ポ
ン
サ
ー
は
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
の
効
果
に
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
苦
労
し
て
高
い
問
題
意
識
の
番

組
を
制
作
し
て
も
肝
心
の
若
者
は
テ
レ
ビ
を
見
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｍ
収

入
の
低
下
で
、
低
コ
ス
ト
の
番
組
制
作
を
迫
ら
れ
、
そ
れ
が
番
組
の
質
の
悪
化
を
招

き
、
若
者
や
中
高
年
層
が
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
か
ら
離
れ
て
い
く
…
…
。
こ
の
テ
レ
ビ

局
幹
部
が
指
摘
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
悪
循
環
だ
。

　

こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
を
見
て
き
た
高
齢
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ら
、こ
れ
ま
で
通
り
の
番

組
を
制
作
す
れ
ば
良
い
と
い
う
惰
性
が
支
配
的
に
な
る
。
新
し
い
挑
戦
や
冒
険
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
現
場
に
生
ま
れ
る
の
だ
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
「
２
０
１
５
年
国
民
生
活
時
間
調
査
報
告
書
」
に
よ
る

と
、
ワ
ン
セ
グ
な
ど
も
含
め
た
テ
レ
ビ
番
組
を
視
聴
し
た
人
の
割
合
を
示
す
行
為
者

率
を
全
体
（
平
日
）
で
み
る
と
、
一
九
九
五
年
の
九
二
・
一
％
か
ら
二
〇
一
五
年
に
は

八
五
・
二
％
に
減
少
し
て
い
る
。

　

年
代
別
で
見
る
と
、
七
十
代
以
上
（
平
日
）
の
女
性
は
九
五
年
の
九
五
・
五
％
か
ら

一
五
年
に
は
九
五
・
六
％
と
な
る
な
ど
、
七
十
以
上
で
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
、
二

〇
一
五
年
に
至
る
ま
で
、
九
五
％
を
超
え
る
大
半
の
人
が
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
特
に
日
曜
で
み
れ
ば
、
男
女
と
も
に
、
む
し
ろ
二
〇
一
五
年
の
方

が
、
テ
レ
ビ
へ
の
接
触
が
増
え
て
い
る
。

　

該
当
す
る
行
為
を
一
日
一
五
分
以
上
行
っ
た
人
の
平
均
時
間
を
示
す
行
為
者
平
均

時
間
で
は
、
七
十
代
以
上
の
女
性
（
日
曜
）
が
、
九
五
年
の
五
時
間
二
九
分
か
ら
一

五
年
に
は
六
時
間
三
分
に
増
加
す
る
な
ど
、
男
女
と
も
平
日
、
日
曜
と
も
に
テ
レ
ビ

を
鑑
賞
す
る
時
間
が
増
加
し
て
い
る
。

　

男
性
（
日
曜
）
で
は
六
十
代
で
も
、
九
五
年
か
ら
十
五
年
で
三
十
分
以
上
の
増
加

が
み
ら
れ
る
。

　

高
齢
世
代
に
限
れ
ば
、
大
半
の
人
が
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
る
上
、
多
く
の
時
間

を
テ
レ
ビ
の
前
で
過
ご
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
は
依
然
と
し
て
娯
楽
や
情
報
収
集
の
中

心
で
、
マ
ス
（
大
衆
）
に
リ
ー
チ
し
た
メ
デ
ィ
ア
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
七
十
代
以

上
（
日
曜
）
で
は
、
む
し
ろ
二
十
年
前
以
上
に
、
テ
レ
ビ
の
存
在
感
が
大
き
く
な
っ

て
さ
え
い
る
の
だ
。

　

一
方
、
十
代
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
日
曜
日
の
行
為
者
率
で
み
る
と
、
男
性
は
九
五

年
の
九
四
・
四
％
か
ら
一
五
年
に
は
七
一
・
九
％
と
な
り
激
減
し
て
い
る
。
日
曜
の
行

為
者
平
均
時
間
で
も
、
男
性
は
二
十
年
で
五
十
分
も
減
少
し
て
い
る
。
若
い
世
代
で

は
テ
レ
ビ
の
存
在
感
は
急
速
に
薄
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

一
方
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
も
う
一
つ
の
雄
で
あ
る
新
聞
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

全
体
（
平
日
）
は
九
五
年
の
五
二
・
一
％
か
ら
一
五
年
の
三
三
・
二
％
に
大
幅
に
落
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ち
込
ん
で
い
る
。
た
だ
、
七
十
代
以
上
（
平
日
）
の
女
性
は
五
一
・
〇
％
か
ら
五
三
・

八
％
に
上
昇
す
る
な
ど
高
齢
世
代
で
新
聞
へ
の
接
触
は
増
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
十
代
（
日
曜
）
の
男
性
は
、
一
七
・
七
％
か
ら
〇
・
八
％
と
激
減
。
さ
ら

に
、
五
十
代
（
平
日
）
の
男
性
で
み
る
と
七
四
・
四
％
か
ら
三
八
・
八
％
に
、
ほ
ぼ
半

減
、
四
十
代
（
平
日
）
の
男
性
も
、
六
六
・
七
％
か
ら
二
〇
・
一
％
と
な
り
、
三
分
の

一
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

新
聞
に
つ
い
て
は
世
代
間
の
格
差
が
非
常
に
大
き
い
。
七
十
代
以
上
の
男
性
で
は
、

二
〇
一
五
年
で
も
七
割
程
度
が
、
女
性
で
も
半
分
程
度
が
新
聞
を
読
む
習
慣
が
未
だ

に
根
付
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
十
代
で
は
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
新
聞

離
れ
が
進
ん
で
い
る
。
新
聞
を
読
む
習
慣
が
継
続
し
て
い
る
七
十
代
以
上
、
六
十
代

と
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
日
常
的
な
活
用
が
進
ん
で
い
る
五
十
代
、
四
十
代
の
間
に
も
大

き
な
断
層
が
あ
る
。
年
代
が
下
が
る
ご
と
に
、
新
聞
離
れ
が
加
速
し
て
い
る
点
は
注

目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
テ
レ
ビ
以
上
に
、
新
聞
は
若
い
世
代
の
読
者
を
急
速
に
失
っ
て

い
る
の
だ
。

メ
デ
ィ
ア
に
警
戒
感
を
持
つ
若
者
た
ち

　

一
方
、
人
々
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
、
ど
の
程
度
の
信
用
を
置

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
若
い
世
代
で
、
ど
の
よ
う
に
期
待
感
が
薄
れ
、
警
戒
感
や
不

信
感
が
高
ま
っ
て
い
る
の
か
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
新
聞
通
信
調
査
会
の
「
メ

デ
ィ
ア
に
関
す
る
全
国
世
論
調
査
（
二
〇
一
七
年
）」
の
「
報
道
の
自
由
に
つ
い
て
ど

う
思
う
？
」
な
ど
を
基
に
考
察
し
て
み
た
。

　
「
報
道
の
自
由
は
常
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
」
に
「
思
う
」
と
答
え
た
人
の
割
合

は
、
七
十
代
以
上
、
六
十
代
で
八
割
を
超
え
て
い
る
が
、
十
八
歳
・
十
九
歳
に
な
る

と
六
八
・
三
％
ま
で
減
少
す
る
。

　

一
方
で
「
報
道
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
思
う
」、「
メ

デ
ィ
ア
は
報
道
の
自
由
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
と
思
う
」
に
「
思
う
」
と
答
え
た
人

の
割
合
は
、
年
代
が
若
く
な
る
に
つ
れ
て
高
く
な
る
。

　

特
に
「
現
在
の
報
道
を
見
て
い
る
と
、
圧
力
を
か
け
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思

う
」
で
「
思
う
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
、
六
十
代
の
三
五
・
三
％
な
の
対
し
て
、
十

八
歳
・
十
九
歳
は
五
九
・
七
％
に
跳
ね
上
が
る
。
さ
ら
に
「
政
府
が
国
益
を
損
な
う

と
い
う
理
由
で 

メ
デ
ィ
ア
に
圧
力
を
か
け
る
の
は
当
然
だ
と
思
う
」
で
も
、「
思
う
」

は
六
十
代
の
二
九
・
六
％
に
対
し
て
十
八
歳
・
十
九
歳
は
四
六
％
に
急
増
す
る
。

　

若
い
世
代
ほ
ど
、
報
道
の
自
由
を
尊
重
す
る
気
持
ち
が
薄
れ
、
政
府
な
ど
か
ら
メ

デ
ィ
ア
へ
の
圧
力
を
「
仕
方
が
な
い
」「
当
然
だ
」
と
考
え
る
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る

の
だ
。
若
い
世
代
か
ら
は
、
報
道
の
自
由
を
通
し
て
政
府
や
企
業
を
け
ん
制
、
公
正

公
平
な
世
の
中
を
実
現
す
る
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
期
待
が
薄
れ
、
言
論
の
自

由
を
振
り
か
ざ
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
警
戒
す
べ
き
対
象
と
受
け
取
ら

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

私
が
世
界
共
生
学
部
で
担
当
し
て
い
る
「
国
際
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」（
主
に
一
年
生
が

受
講　

受
講
生
は
五
十
人
か
ら
六
十
人
程
度
）
の
講
義
で
も
、
二
〇
一
八
年
度
と
二

〇
一
九
年
度
に
初
回
の
講
義
で
、
受
講
し
て
い
る
学
生
に
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。

　

一
九
年
度
の
回
答
で
み
る
と
「
報
道
の
自
由
は
常
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
」
で
「
思

う
」
は
七
三
・
三
％
、「
現
在
の
報
道
を
見
て
い
る
と
、
圧
力
を 

か
け
ら
れ
て
も
仕
方

が
な
い
と
思
う
」
で
「
思
う
」
は
四
五
・
三
％
と
な
っ
た
。

　

世
界
共
生
学
部
の
学
生
は
、
全
国
の
十
八
歳
・
十
九
歳
に
比
べ
れ
ば
、
や
や
緩
や

か
だ
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
へ
の
期
待
が
薄
れ
、
警
戒
感
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
と
言
え
る
。

　

で
は
、
若
い
世
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
不
信
の
背
景
に
は
、
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
答
え
を
探
る
た
め
に
講
義
の
中
で
、
新
聞
通
信
調
査
会
の
世
論
調
査
、
学
生

た
ち
自
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
共
有
し
た
上
で
、「
若
い
世
代
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
の

報
道
に
対
す
『
期
待
』
が
低
下
、『
不
信
』
や
『
警
戒
』
が
高
ま
っ
て
い
る
背
景
に

は
、
ど
ん
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
学
生
四
か
ら
五
人
で
編
成
。
十
分
ほ
ど
議
論
し
た
上
で
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
議
論
の
結
果
を
ま
と
め
、
い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
に
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。

　

多
く
の
学
生
か
ら
出
た
答
え
が
、
記
者
た
ち
の
「
上
か
ら
目
線
」「
横
暴
な
振
る
舞
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い
」
に
対
す
る
警
戒
感
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
取
材

手
法
等
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ス
マ
ホ
な
ど
に
届
き
、
学
生
た
ち
に
可
視

化
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

複
数
の
学
生
チ
ー
ム
が
指
摘
し
た
具
体
的
な
事
例
が
、
二
〇
一
九
年
五
月
に
大
津

市
で
軽
乗
用
車
が
保
育
園
児
の
列
に
突
っ
込
み
、
二
人
の
園
児
が
亡
く
な
っ
た
事
件

で
記
者
会
見
を
開
い
た
保
育
園
の
園
長
へ
の
記
者
た
ち
の
質
問
攻
勢
だ
。

　

＠
ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
ニ
ュ
ー
ス
の
「
大
津
事
故
・
保
育
園
園
長
の
会
見
で
記
者
の
質
問

が
炎
上
」
に
よ
る
と
「
会
見
を
見
た
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
、
被
害
者
で
あ
る
は

ず
の
保
育
園
側
が
記
者
会
見
を
開
き
、
責
任
を
追
及
す
る
か
の
よ
う
な
質
問
を
浴
び

せ
た
記
者
に
批
判
が
集
中
『
泣
き
崩
れ
て
い
る
の
に
園
長
ば
か
り
に
質
問
す
る
の
は

お
か
し
い
』『
保
育
園
側
は
被
害
者
な
の
に
犯
罪
者
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
』『
園
児

が
死
ん
で
ど
ん
な
気
持
ち
？
と
質
問
す
る
記
者
は
鬼
畜
と
し
か
思
え
な
い
』
と
炎
上

し
て
い
る
。
そ
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、『
園
長
先
生
』
や
『
マ
ス
ゴ
ミ
』
と
い
う
ワ
ー

ド
がTw

itter

の
ト
レ
ン
ド
で
上
位
に
入
る
ほ
ど
だ
っ
た
」
と
い
う
。

　

学
生
か
ら
も
「
ど
う
し
て
記
者
の
人
た
ち
が
、
罪
も
な
い
園
長
先
生
に
、
あ
ん
な

質
問
が
で
き
る
の
か
理
解
で
き
な
い
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ
た
。
学
生
た
ち
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
し
た
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
手
法
を

問
題
に
し
た
上
記
の
よ
う
な
記
事
に
触
れ
、
強
い
違
和
感
を
覚
え
た
と
い
う
。

学
生
た
ち
の
反
知
性
主
義

　

さ
ら
に
私
が
学
生
た
ち
と
の
対
話
か
ら
感
じ
取
っ
た
の
は
、
学
生
た
ち
の
中
に
あ

る
独
特
な
「
反
知
性
主
義
」
に
似
た
目
線
で
あ
る
。
森
本
（
二
〇
一
五
）
は
反
知
性

主
義
を
「
知
性
と
権
力
の
固
定
的
な
結
び
つ
き
に
対
す
る
反
感
で
あ
る
。
知
的
な
特

権
階
級
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
感
で
あ
る
」（K

indle

の
位
置
№
三
二
四
九

―
三
二
五
〇
）
と
定
義
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
を
反
知
性
主
義
で
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
ラ

ス
ト
ベ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
工
業
地
帯
で
安
い
賃
金
で
働
く
白
人
労
働
者
た
ち
か
ら
す

れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
よ
う
な
新
聞
社
の
記
者
も
、
ハ
ー
バ
ー
ド
の
よ

う
な
大
学
の
学
者
た
ち
も
「
政
治
家
と
一
緒
に
な
っ
て
自
分
た
ち
を
顧
み
て
い
な
い

イ
ン
テ
リ
」
で
、
権
力
と
知
性
の
固
定
的
な
結
び
つ
き
に
見
え
て
い
る
に
違
い
な
い
。

そ
れ
を
ぶ
ち
壊
そ
う
と
誕
生
し
た
の
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
な
の
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
言
動
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
や
、
ハ
ー
バ
ー
ド

な
ど
の
学
者
た
ち
が
批
判
し
て
も
、
そ
の
支
持
基
盤
が
揺
る
が
な
い
の
は
、
こ
の
メ

デ
ィ
ア
や
大
学
も
含
め
た
知
的
な
特
権
階
級
へ
の
反
発
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
今
の
日
本
の
大
学
生
た
ち
は
「
リ
ア
充
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
多
く
が
現
実
（
リ
ア
ル
）
の
生
活
に
、
充
実
感
を
持
っ
て
い
る
。
政
治
や
社

会
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
、
政
治
に
対
す
る
内
的
有
効
性
感
覚
も
外
的
有
効
性
感
覚

も
乏
し
い
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
の
投
票
行
動
な
ど
で
政
治
家
に
働
き
か
け
て
も
政

治
は
変
わ
ら
ず
、
政
治
家
も
自
分
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
る
と
は
信
じ
て
い
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
安
全
で
自
由
で
、
就
職
率
も
高
い
日
本
は
、
若
者
に
満
足
感
を

与
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
不
確
実
性
が
高
ま
る
世
界
へ
の
不
安
は
強
く
、
政
治

や
社
会
が
、
世
界
を
よ
り
良
く
す
る
力
に
は
冷
め
た
視
線
を
向
け
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

　

ロ
イ
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
所
（R

EU
T
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S IN

ST
IT

U
T

E FO
R

 T
H

E 

ST
U

D
Y

 O
F JO

U
R

N
A

LISM

）
の“D

IG
ITA

L N
EW

S R
EPO

RT
 2016”

に
よ
る

と
日
本
は
、
他
国
に
比
べ
て
政
治
や
経
済
、
国
際
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の「
ハ
ー
ド
ニ
ュ
ー

ス
」
よ
り
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
、
生
活
情
報
な
ど
の
「
ソ
フ
ト

ニ
ュ
ー
ス
」
に
関
心
を
持
つ
人
の
割
合
が
極
端
に
高
い
。
ソ
フ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
り

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
、
ア
メ
リ
カ
が
一
二
％
、
イ
ギ

リ
ス
が
一
七
％
な
の
に
比
べ
て
、
日
本
は
三
四
％
と
突
出
し
て
高
い
。
世
代
別
で
み

る
と
日
本
の
十
八
か
ら
二
十
四
歳
は
五
八
％
で
、
ア
メ
リ
カ
の
同
世
代
の
二
三
％
、

イ
ギ
リ
ス
の
一
七
％
と
比
べ
て
群
を
抜
く
高
さ
だ
。

　

日
本
の
若
い
世
代
は
、
世
界
的
に
み
て
も
「
ハ
ー
ド
ニ
ュ
ー
ス
」
へ
の
関
心
が
薄

い
の
だ
。

　

政
治
や
経
済
、
国
際
問
題
に
関
心
が
薄
く
、
リ
ア
充
な
感
覚
を
持
つ
学
生
た
ち
は
、

「
真
実
を
追
求
す
る
」「
権
力
を
監
視
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
、
傲

慢
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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評　論

　

つ
ま
り
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
社
会
正
義
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
知
的
な
特

権
階
級
に
自
分
た
ち
を
位
置
付
け
る
偉
そ
う
な
人
た
ち
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

本
来
な
ら
警
戒
や
監
視
の
対
象
で
あ
る
政
治
権
力
や
大
企
業
に
対
す
る
関
心
が
、

リ
ア
充
な
感
覚
の
中
で
薄
く
な
り
、
政
治
や
社
会
問
題
に
批
判
的
な
視
点
を
持
つ
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
「
あ
な
た
た
ち
は
何
様
な
の
」
と
白
け
た
目
線
を
向
け
て
い
る
の
だ
。

そ
う
し
た
中
、
ネ
ッ
ト
空
間
で
、
記
者
た
ち
の
行
き
過
ぎ
た
取
材
や
報
道
の
ミ
ス
等

が
可
視
化
さ
れ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信
、
警
戒
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
そ
う
だ
。

現
場
の
萎
縮

　

で
は
、
こ
う
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不
信
や
警
戒
は
、
番
組
制
作
や
記
事
編
集

の
現
場
に
、
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

一
つ
は
現
場
の
萎
縮
で
あ
る
。
人
権
に
配
慮
し
、
ミ
ス
の
な
い
報
道
を
す
る
の
は

当
然
だ
。
た
だ
「
危
な
い
こ
と
は
、
や
ら
せ
な
い
ム
ー
ド
」（
テ
レ
ビ
局
幹
部
）
が
、

現
場
の
志
気
を
下
げ
て
い
る
こ
と
に
は
懸
念
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

過
剰
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
配
慮
は
、
現
場
を
萎
縮
さ
せ
る
上
、
番
組
や
記

事
か
ら
個
性
を
奪
い
、
前
例
踏
襲
の
安
全
策
ば
か
り
が
は
び
こ
っ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
、
記
事
や
番
組
が
、「
定
型
」
に
は
ま
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

　

内
田
（
二
〇
一
〇
）
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
こ
う
し
た
「
定
型
」
に
陥
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
記
者
や
編
集
者
が
個
人
と
し
て
責
任
を
取
ら
な
い
記
事
編
集
等

の
在
り
方
に
疑
問
を
呈
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
個
人
は
責
任
を
取
ら
な
い
。
責
任
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
は
お
か
し
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
最
終
的
に
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
個
人
を

持
た
な
い
』
よ
う
な
言
葉
は
そ
も
そ
も
発
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
」（
ｐｐ  

八
九

―
九
〇
）

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
人
が
引
っ
掛
か
り
を
覚
え
る
棘
が
必
要
だ
。
こ
れ
ま
で
に

な
い
表
現
や
切
り
口
を
求
め
、
常
識
を
覆
す
隠
さ
れ
た
真
実
を
つ
か
み
、
人
々
に
驚

き
や
怒
り
、
感
動
を
呼
び
起
こ
す
、
必
要
が
あ
る
。
萎
縮
と
定
型
の
中
に
、
棘
が
生

ま
れ
る
は
ず
が
な
い
。

　

ネ
ッ
ト
配
信
で
世
界
を
席
巻
す
る
「
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
（N

ET
FLIX

）」
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ド
ラ
マ
「
全
裸
監
督
」
が
今
夏
、
配
信
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｖ
監
督

と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
村
西
と
お
る
監
督
を
描
い
た
ド
ラ
マ
だ
。
興
味
深
か
っ
た

の
は
、
全
裸
監
督
の
新
聞
広
告
だ
。

　

日
経
広
告
手
帳　

速
報
版
（
二
〇
一
九
年
八
月
十
九
日
）
に
よ
る
と
、
日
本
経
済

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
一
面
広
告
に
は
、
墨
で
染
め
た
よ
う
な
黒
塗
り
の
上
に
白
抜
き

で
「
欲
望
」「
本
能
」「
真
実
」「
快
楽
」「
狂
気
」
の
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
記
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
に
は
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
萎
縮
や
定
型
化

の
中
で
失
い
つ
つ
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
逆
説
的
に
新
聞
広
告
に
提
示
し
、「
全
裸
監

督
」
の
棘
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
戦
略
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

若
い
メ
デ
ィ
ア
人
の
不
安
と
苛
立
ち

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
現
場
へ
の
影
響
は
、
若
い
記
者
や
テ
レ
ビ
マ
ン
た
ち
に
不

安
と
苛
立
ち
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
の
顕
在
化
は
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
稼
ぐ
力
が
衰
え
る
こ
と
に
直
結
す
る
。
し
か
も
、
若
い
世
代
に
な
る
ほ

ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
が
加
速
し
て
い
く
構
造
は
、
若
い
メ
デ
ィ
ア
人
に
深
刻
な

将
来
不
安
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
若
い
記
者
や
テ
レ
ビ
マ
ン
た
ち
の
苛
立
ち
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
経
営

者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方

を
根
本
か
ら
変
え
た
の
に
、
な
ぜ
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

強
固
に
守
り
続
け
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
、
経
営
者
は
、
新
た
な
時
代
に
合
わ
せ
て
大

胆
に
変
革
し
な
い
の
か
。「
新
た
な
提
案
は
、
こ
と
ご
と
く
潰
さ
れ
ま
し
た
」。
こ
う

嘆
く
、
若
い
記
者
や
テ
レ
ビ
マ
ン
の
話
を
何
度
聞
い
た
か
分
か
ら
な
い
。

　

オ
ラ
イ
リ
ー
と
タ
ッ
シ
ュ
マ
ン
（
二
〇
一
九
）
は
、
な
ぜ
多
く
の
成
熟
企
業
が
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
ず
、
退
出
し
て
い
く
の
か
を
分
析
し
た
。
オ
ラ
イ
リ
ー

ら
は
、「
探
索
」
と
「
深
化
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
高
度
に
取
れ
て
い
る
「
両
利
き
」
の
経
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営
が
で
き
る
企
業
が
生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

成
功
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
深
堀
し
て
、
磨
き
込
ん
で
い
く
深
化
に
取
り
組
ん
で
、
社

会
的
な
信
用
や
収
益
を
確
保
す
る
一
方
で
、
不
確
実
性
の
高
い
探
索
に
乗
り
出
し
て

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
狙
う
「
二
兎
を
追
う
」
企
業
こ
そ
が
、
生
き
残
っ
て

い
る
と
い
う
の
だ
。

　

た
だ
、
実
際
に
両
利
き
の
経
営
に
乗
り
出
す
の
は
難
し
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
功
す

る
と
経
営
者
は
「
深
化
」
に
傾
斜
、「
自
分
た
ち
は
正
し
い
」
と
思
い
が
ち
だ
。
そ
こ

に
成
功
の
罠
が
あ
る
。
し
か
も
、
新
規
の
事
業
が
既
存
の
事
業
を
侵
食
す
る
共
食
い

（
カ
ニ
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
難
題
も
待
ち
受
け
る
。

　

さ
ら
に
、
若
い
世
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
離
れ
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
七

十
代
以
上
の
高
齢
者
の
間
で
は
、
む
し
ろ
既
存
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
傾
斜
す
ら
見

ら
れ
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
す
で
に
七
十
歳
代
以
上
の
人
口
の
二
割
に
達
し
て
い

る
。
そ
れ
な
り
の
規
模
の
需
要
が
あ
る
と
も
言
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
破

壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
な
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
意

外
と
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
成
功
者
の
罠
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
者
を
陥

れ
続
け
て
い
る
の
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
こ
れ
ま
で
通
り
に
接
す
る
高
齢
者
の
存
在

が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

皮
肉
な
言
い
回
し
を
す
れ
ば
、「
自
分
が
経
営
陣
に
い
る
数
年
ぐ
ら
い
、
な
ん
と
か

な
る
だ
ろ
う
」
と
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
者
は
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
少
な
く
と
も
若
い
メ
デ
ィ
ア
人
た
ち
の
多
く
は
、
そ
ん
な
危
惧
を
抱
い
て
い
る
。

　

し
か
も
、
事
業
の
「
共
食
い
」
の
問
題
も
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
だ
。
例
え
ば
、
新
聞

が
ネ
ッ
ト
に
大
量
に
記
事
を
流
せ
ば
、
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
読
め
る
た
め
、
印
刷
さ
れ

た
新
聞
の
読
者
は
、
ま
す
ま
す
離
れ
て
し
ま
う
。
ネ
ッ
ト
と
印
刷
さ
れ
た
新
聞
の
共

食
い
が
起
こ
る
。
事
業
の
軸
を
ネ
ッ
ト
に
移
せ
ば
、
既
存
の
顧
客
を
失
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
の
だ
。

　

そ
も
そ
も
日
々
、
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
発
信
さ
れ
続
け
て
い
る
ネ
ッ
ト
空
間
で
、

収
益
を
確
保
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
事
実
上
の
独
占
の
利
益
を
享
受
し
て
い
る

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
比
べ
る
と
、
ネ
ッ
ト
上
で
広
告
料
や
購
読
料
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
各
段
に
難
し
い
の
が
現
実
な
の
だ
。

今
こ
そ
棘
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
、「
両
利
き
」
に
挑
戦
し
て
い
る
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
も
あ
る
。
大
手
新
聞
社
で
は
、
経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
で
圧
倒
的
な
優
位
を

武
器
に
有
料
の
電
子
版
で
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
日
本
経
済
新
聞
社
が
、

代
表
例
だ
ろ
う
。
大
手
出
版
社
の
講
談
社
も
ウ
エ
ブ
メ
デ
ィ
ア
「
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
」

を
立
ち
上
げ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事
を
配
信
、
収
益
の
確
保
も
進
ん
で
い
る
。
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
、
東
洋
経
済
新
報
社
の
東
洋
経
済
オ
ン
ラ

イ
ン
、
文
藝
春
秋
社
の
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
等
も
注
目
記
事
を
次
々
に
発
信
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
専
用
の
メ
デ
ィ
ア
のN

ew
s Picks

は
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
が

ネ
ッ
ト
上
で
配
信
す
る
記
事
な
ど
に
専
門
家
が
コ
メ
ン
ト
し
て
新
た
な
切
り
口
を
提

示
す
る
仕
組
み
で
異
彩
を
放
つ
。
さ
ら
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
で
も
、
ネ
ッ

ト
の
特
性
を
生
か
し
て
個
性
的
な
経
営
者
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
発
信
、
写
真

や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
複
雑
な
ニ
ュ
ー
ス
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
易
く
伝
え
る
工
夫

で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

経
済
ニ
ュ
ー
ス
を
軸
と
し
た
「
ハ
ー
ド
ニ
ュ
ー
ス
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
私

の
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
の
数
人
は
、
課
金
（
学
生
割
引
の
五
百
円
）
を
払
っ
て
、N

ew
s 

Picks

を
継
続
的
に
読
ん
で
い
る
。
ネ
ッ
ト
が
軸
だ
が
、
多
く
の
記
者
や
技
術
者
を
抱

え
な
が
ら
、
す
で
に
黒
字
転
換
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。

　

一
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
み
れ
ば
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
を
受
け
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
の
電
子
版
の
購
読
者
が
大
き
く
伸
び
た
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
拡
大

に
世
界
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
中
、
ネ
ッ
ト
上
に
確
か
な
情
報
を
求
め
る
読
者
は
増
え
て

い
る
。
優
良
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
金
を
払
う
動
き
も
広
が
る
は
ず
で
、
収
益
機
会
も

増
え
る
は
ず
だ
。

　

既
存
の
宅
配
シ
ス
テ
ム
や
テ
レ
ビ
電
波
の
独
占
に
寄
り
掛
か
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

す
で
に
曲
が
り
角
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
踏
襲
し
た
守
り
の
記
事
や
番
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評　論

組
で
は
、
若
い
世
代
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
感
覚
を
磨
き
、
感
性

を
開
け
ば
、
人
に
引
っ
掛
か
り
を
与
え
る
棘
は
生
み
出
せ
る
は
ず
だ
。
私
も
志
の
あ

る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
人
と
と
も
に
、
前
に
進
み
た
い
。

　

そ
し
て
、
今
の
学
生
た
ち
は
、
利
他
性
が
高
く
、
社
会
に
対
す
る
優
し
い
目
線
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
リ
ア
充
な
現
実
に
と
ど
ま
り
、
不
確
実
性
の

高
い
世
界
の
未
来
か
ら
目
を
背
け
る
の
で
は
な
く
、
世
界
の
成
り
立
ち
に
関
心
を
持

ち
、
豊
か
な
世
界
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
。
棘
を
秘
め
た
ニ
ュ
ー

ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
に
接
す
こ
と
は
視
野
を
広
げ
、
世
界
に
挑
む
最
初
に
一
歩
と
な
る

は
ず
だ
。
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